
 

 

2026 年 4 月 20 日 

株式会社 NTT ドコモ 
 

 

「d払い請求書払いのご利用で 1,000万ポイント山分けキャンペーン」を開催 

 

株式会社 NTT ドコモ（以下、ドコモ）は、「d 払い請求書払いのご利用で 1,000 万ポイント山分けキャンペーン

（以下、本キャンペーン）」を、 2026年 4月 20日（月）から 2026年 6月 30日（火）までの期間で開催しま

す。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「d 払い」の請求書払いは、電気・ガス・水道などの公共料金や税金、通販などの請求書※1 に記載されているバーコー

ドや QR コードを「d払い」アプリで読み取るだけで、24時間いつでもその場でお支払いができる便利な機能です。 

本キャンペーン期間中に、「d 払い®」の請求書払い※2 をご利用のお客さまを対象に、d ポイント（期間・用途限定）

1,000万ポイントを山分けして進呈※3※4します。 

 

キャンペーン名 d払い請求書払いのご利用で 1,000万ポイント山分けキャンペーン 

期間※4 
2026年 4月 20日（月）午前 10時 00分 ～ 2026年 6月 30日（火）午後

11時 59分 

トピックス 



概要 

キャンペーン期間中に、キャンペーンサイトからエントリー※5 の上、「d 払い」の請求書払い

をご利用のお客さまを対象に、d ポイント（期間・用途限定）1,000 万ポイントを山分

けして進呈します。詳細は、キャンペーンサイトをご確認ください。 

ポイント進呈時期 2026年 7月末を予定※6 

ポイント有効期限 ポイント進呈日から 62日 間 

キャンペーンサイト 
https://service.smt.docomo.ne.jp/keitai_payment/campaign/ws_ET26

001CM1ST3468_2604/index.html 

 

 

ドコモは今後も、「d 払い」の利便性向上を通じ、お客さまの毎日がおトクで、楽しく、便利な生活になるよう努めてまい

ります。 

 

  

※1. 公共料金や税金、通販など、「d 払い」の請求書払いでお支払い可能な請求書はすべて対象です。お支払い可能な請求書一覧は、以下サービスサ

イトをご確認ください。お支払い可能な税金は自治体によって異なるため、詳細は各自治体のホームページをご確認ください。お支払い先企業によって、

お客さま負担手数料が加算される場合がございます。 

https://service.smt.docomo.ne.jp/keitai_payment/guide/invoice/ 

※2. 「d 払い」の請求書払いのご利用にあたり、d払い残高のご利用登録が必要になります。詳細は、以下サービスサイトをご確認ください。 

https://service.smt.docomo.ne.jp/keitai_payment/guide/wallet/zandaka.html 

※3. 1 人さまあたり上限 200 ポイント（期間・用途限定）とし、小数点以下のポイントは切り捨てして進呈します。対象者の人数が 1,000 万人を超えた

場合は、1 ポイントずつ進呈します。 

※4. 「d払い」の請求書払い以外のお支払い分や、キャンペーン期間中に正常に決済完了とならなかったお支払い分はキャンペーン対象外となります。 

※5. エントリーと「d払い」の請求書払いのご利用順序は問いません。 

※6. システムの都合により、進呈が遅れる場合がございます。 

 

 

*「d 払い」は、株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【報道機関】 

株式会社 NTT ドコモ ウォレットサービス部 

グロース推進担当 

Mail： dbarai-qa-ml@nttdocomo.com 

【お客さま】 

 「d 払い」お問合せダイヤル  

電話番号：0570-018-360（有料）  

受付時間：24 時間・年中無休  

※ドコモの携帯電話からの通話は「#9785」を押下していた

だければ、通話料無料となります。  

※午後 8 時～午前 9 時については、ドコモ回線をお持ちの

お客さまの「利用停止」のみの受け付けとなります。 

https://service.smt.docomo.ne.jp/keitai_payment/guide/invoice/
https://service.smt.docomo.ne.jp/keitai_payment/guide/wallet/zandaka.html

